
府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金の概要について 

安心で安全なまちづくりを促進するため、老朽化により危険な状態にある空き家を自主的

に解体される方に、その解体費用の一部（費用の１／３、上限３０万円）を補助します。 

 

１ 補助対象となる建築物 

次の①から③の要件をすべて満たす建築物が対象です。 

 ① 市内に存する老朽危険空き家 

（現在使用されていない空き家で、市が行う老朽危険度の判定結果が基準を満たすもの） 

 ② 木造であるもの 

 ③ 過半が居住の用に供されていたもの 

 

２ 補助金の対象者 

次の①、②の要件のいずれかに該当する方が、補助対象者となります。 

 ① 補助対象となる建築物の所有者 

 ② 所有者の相続人 

  

ただし、市税に滞納がある方、暴力団関係者、他の権利者から空き家の解体や補助金の手

続きについて同意を得られない方は対象となりません。  

また、補助対象となる建築物が共有物件や未相続物件である場合は、それぞれの代表者と

して手続きを行い、関係者から疑義が生じたときには、自身で解決する旨の確約書を提出し

ていただきます。 

 

３ 補助対象となる工事 

次の①から④の要件をすべて満たす工事が対象です。 

 ① 補助対象となる建築物の全部を解体する工事 

 ② 建設業の許可又は解体工事業の登録を受けた者と請負契約を締結する工事  

 ③ 他の制度による補助金等の交付を受けない工事 

 ④ 公共事業による移転等の補償の対象でない工事 

 

なお、解体工事が完了した報告書の提出を、補助金を受ける年度の３月３１日までに行う

必要がありますので、ご注意下さい。 

 

４ 補助金の額 

 対象となる解体工事費（消費税及び地方消費税を含む。）の１／３で、上限は３０万円です。 

 ※家財道具の処分費と跡地の整備費は補助対象に含めません。 

 ※補助金の交付は、原則として同一敷地内で１回限りです。 

資料２ 
（平成２９年度版） 
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５ 平成２９年度の募集件数・募集期日 

 ●募集件数 ５件 

 ●募集期日 平成２９年８月３１日（木） 

※申込多数の場合は、審査により緊急度の高いところを優先させていただきます。 

 ※募集期日までの応募が募集件数に満たなかった場合は、以降も随時受け付けます。 

 

６ 必ずお読み下さい 

●補助金を受けるためには、まず事前調査により、老朽危険空き家の判定を受ける必要が

あります。要件を満たさない場合は補助金の対象となりません。 

●補助金の交付の決定前に工事に着手したときは、補助の対象となりません。  

●住宅を解体することにより、その土地に対する固定資産税の住宅用地特例が適用されな

くなり、翌年度からその土地の税額が増加する場合があります。詳しくは、税務課資産税

係（電話：0847-43-7125）までお尋ね下さい。 

 

 

解体費用等の補助対象内外について 

補助対象となる費用 補助対象外 

・家財道具の処分費 

・跡地の整備費 

・解体工事費（消費税及び地方消費税を含む。） 

（建築物や汲み取り便槽の解体・処分、重機回送、

養生仮設シート、交通誘導員など） 

補助金（上限３０万円） 

補助対象費用の１／３ 
自己負担となります 

お問い合わせ 

＜補助金の詳細や空き家に関するご相談など、こちらまでお問い合わせ下さい＞ 

 〒726-8601 広島県府中市府川町 315 番地 

 府中市役所 まちづくり課 建築・空家対策係 

【電話】0847-43-7156 ／ 【FAX】0847-46-1535 
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府中市告示第 １２１ 号 

 

 府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金交付要綱を次のように定める。 

 

  平成２９年６月２１日 

 

                  府中市長 戸 成 義 則   

 

 

   府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、老朽化により危険な状態にある空き家の自主的な解体を促進

し、安全で安心な住環境の向上を図るため、その解体費用の一部に対し、府中市

老朽危険空き家解体促進事業補助金（以下「補助金」という。）を予算の範囲内で

交付することについて、府中市補助金交付規則（昭和５７年府中市規則第１６号。

以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

⑴ 建築物 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第２条第１号に規定する

建築物をいう。 

⑵ 敷地 建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１条第１号に規定

する敷地をいう。 

⑶ 空き家 居住その他の使用がなされていないことが常態である建築物をいう。 

⑷ 老朽危険空き家 次のいずれかの要件を満たす空き家をいう。 

ア 住宅地区改良法（昭和３５年法律第８４号）第２条第４項に規定する不良

住宅であって、住宅地区改良法施行規則（昭和３５年建設省令第１０号）別

表第１（以下「別表第１」という。）により評定した合計評点が１００点以上

である空き家をいう。 

イ 別表第１のうち、外観目視により評定できる項目を定めた別表における合

計評点が１００点以上である空き家をいう。 

⑸ 所有者 登記事項証明書（未登記の場合は家屋補充課税台帳）に所有者とし

て記載されている者をいう。 

（補助対象建築物） 

資料２（要綱） 
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第３条 補助金の交付の対象となる建築物（以下「補助対象建築物」という。）は、

次の各号の要件をすべて満たすものとする。 

⑴ 市内に存する老朽危険空き家 

⑵ 木造であるもの 

⑶ 過半が居住の用に供されていたもの 

（補助対象者） 

第４条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、市税の滞

納がない者であって、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

⑴ 補助対象建築物の所有者（法人を除く。以下「所有者」という。） 

⑵ 所有者の相続人 

２ 補助対象者は、補助対象建築物の共有者の代表として、当該補助対象建築物の

解体工事その他この要綱に定める手続を行う場合は、他の共有者の同意を得て当

該手続を行い、他の共有者からの疑義が生じたときは、補助対象者自らがその疑

義を解決することを市長に確約するものとする。 

３ 補助対象者は、補助対象建築物に所有権以外の物権（賃借権を含む。）が設定さ

れている場合は、権利者全員から、当該補助対象建築物の解体工事その他この要

綱に定める手続を行うことについての同意を得るものとする。 

４ 補助対象者は、補助対象建築物の相続人の代表として、当該補助対象建築物の

解体工事その他この要綱に定める手続を行う場合は、他の相続人の同意を得て当

該手続を行い、他の相続人からの疑義が生じたときは、補助対象者自らがその疑

義を解決することを市長に確約するものとする。 

５ 前項の規定は、遺産分割協議書、遺言状等（以下「遺産分割協議書等」という。）

により、補助対象建築物の所有者となる相続人が確定している場合を除く。 

 （補助対象工事） 

第５条 補助金の交付の対象となる解体工事（以下「補助対象工事」という。）は、

次の各号の要件をすべて満たす工事とする。ただし、市長が特別に認める場合は

この限りでない。 

 ⑴ 補助対象建築物の全部を解体する工事 

 ⑵ 補助対象者が、建設業法（昭和２４年法律第１００号）別表第１に掲げる解

体工事業に係る同法第３条第１項の許可を受けた者又は建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律（平成１２年法律第１０４号。以下「建設リサイクル

法」という。）第２１条第１項の規定による登録を受けた解体工事業者（以下「解

体工事業者等」という。）と請負契約を締結する工事 

 ⑶ 他の制度による補助金等の交付を受けない工事 

 ⑷ 公共事業による移転等の補償の対象でない工事 
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（補助対象経費及び補助金の額等） 

第６条 補助対象工事に要する費用（消費税及び地方消費税を含む。以下「補助対

象経費」という。）には、次の各号に掲げる費用は含まないものとする。 

⑴ 家財道具の処分費 

⑵ 跡地の整備費 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が適当でないと認める費用 

２ 補助金の額は、補助対象経費の合計額に３分の１を乗じて得た額（１，０００

円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額とする。）とし、３０万円を

限度とする。 

３ 「住宅局所管補助事業等における消費税相当額の取扱について」（平成１７年９

月１日付け国住総発第３７号住宅局長通知）に基づき、補助金の額に、課税仕入

れに係る消費税額（地方消費税額を含む。）として控除できる部分の金額が含まれ

る場合は、補助金の額から当該控除額を除くものとする。 

４ 補助金の交付は、原則として同一敷地内において１回限りとする。 

（事前調査） 

第７条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、補助金の

交付の申請をする前に、老朽危険空き家事前調査申請書（別記様式第１号）に次

に掲げる書類を添付して市長に提出し、あらかじめ老朽危険空き家に該当するか

否かについて、判定を受けなければならない。 

⑴  補助対象建築物の位置図及び配置図 

 ⑵ 補助対象建築物の現況写真 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、必要に応

じて現地調査を行い、その判定結果を老朽危険空き家判定結果通知書（別記様式

第２号）により申請者に通知するものとする。 

３ 前項に規定する現地調査は、原則として申請者の立会いのもと、別表第１によ

り判定するものとする。ただし、次の各号のいずれかの要件に該当する場合は、

別表により判定することができる。 

 ⑴ 申請者が立会いできず、補助対象建築物の内部の調査ができない場合 

⑵ 補助対象建築物に接近することで、調査員の生命に危険が及ぶ可能性がある

場合 

⑶ 外観目視による判定のみで、明らかに老朽危険空き家に該当すると認められ

る場合 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が適当と認める場合 

 （交付の申請） 
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第８条 申請者は、前条第２項の規定により老朽危険空き家に該当すると判定され

た場合は、補助対象工事の着手前に、府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金

交付申請書（別記様式第３号）に次に掲げる書類を添付して、市長に提出しなけ

ればならない。 

⑴ 工事見積書（内訳明細の付いたもの） 

⑵ 補助対象建築物の登記全部事項証明書（未登記の場合はその他の所有者が確

認できる書類） 

⑶ 市税完納証明書又は市税納付状況照会承諾書（別記様式第４号） 

⑷ 解体工事業者等の営業の許可又は登録を証する書面の写し 

⑸ 所有者との続柄が確認できる書類（申請者が所有者でない場合） 

⑹ 共有者疑義解決確約書（別記様式第５号。第４条第２項の規定による場合） 

⑺ 権利者同意書（別記様式第６号。第４条第３項の規定による場合） 

⑻ 相続人疑義解決確約書（別記様式第７号。第４条第４項の規定による場合） 

⑼ 所有者となる相続人が確定していることが確認できる書類（第４条第５項の

規定による場合） 

⑽ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（交付等の決定及び通知） 

第９条 市長は、前条の規定による補助金の交付の申請があったときは、その内容

の審査を行い、補助金の交付の可否及び補助金の額を決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により、補助金の交付を決定したときは府中市老朽危険空

き家解体促進事業補助金交付決定通知書（別記様式第８号）により、補助金の不

交付を決定したときは府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金不交付決定通知

書（別記様式第９号）により、申請者に通知するものとする。 

３ 前項の規定による補助金の交付の決定通知を受けた者（以下「補助事業者」と

いう。）は、当該交付決定の日以後に補助対象工事に着手するものとする。 

（変更等の申請） 

第１０条 補助事業者は、前条第２項の既定による補助金の交付の決定後に、当該

交付決定の内容を変更しようとするときは、速やかに府中市老朽危険空き家解体

促進事業補助金交付変更申請書（別記様式第１０号）に次に掲げる書類を添付し

て、市長に提出しなければならない。 

⑴ 変更後の工事見積書（内訳明細の付いたもの） 

⑵ その他市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の規定による申請があった場合は、その内容を審査し、補助金の

交付の変更を決定したときは、府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金交付変

更決定通知書（別記様式第１１号）により、補助事業者に通知するものとする。 
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３ 補助事業者は、前条第２項の既定による補助金の交付の決定後に、補助対象工

事を取り止めるときは、速やかに府中市老朽危険空き家解体促進事業取止届出書

（別記様式第１２号）により、市長に届け出なければならない。 

４ 前項の規定による届け出があったときは、当該届け出に係る補助金の交付の決

定は、その効力を失う。 

（実績報告） 

第１１条 補助事業者は、補助対象工事を完了したときは、府中市老朽危険空き家

解体促進事業実績報告書（別記様式第１３号）に次に掲げる書類を添付して、市

長に提出しなければならない。 

⑴  工事着手前及び完了後の状況のわかる写真 

⑵ 契約書の写し 

⑶ 領収書の写し 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 前項の規定による報告書は、補助対象工事の完了の日から起算して３０日を経

過した日又は補助金の交付の決定を受けた日の属する年度の末日のいずれか早い

日までに提出しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第１２条 市長は、前条第１項の規定による報告があった場合は、その内容を審査

し、交付する補助金の額を確定したときは、府中市老朽危険空き家解体促進事業

補助金額確定通知書（別記様式第１４号）により、補助事業者に通知するものと

する。 

（交付の請求） 

第１３条 補助事業者は、前条の規定による通知を受けたときは、府中市老朽危険

空き家解体促進事業補助金交付請求書（別記様式第１５号）により、市長に補助

金の交付の請求をするものとする。 

 （交付の決定の取消し及び通知） 

第１４条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の

交付の決定の一部又は全部を取り消すことができる。 

⑴ この要綱、規則及び補助金交付決定通知に付した条件に違反したとき。 

⑵ この要綱により市長に提出した書類に偽りの記載があったとき。 

⑶ 補助金を他の用途に使用したとき。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が補助金を交付することが不適当であると

認めたとき。 

２ 前項の規定は、第１２条の規定による補助金の額の確定後においても適用する。 

３ 市長は、第１項の規定により補助金の交付の決定の一部又は全部を取り消した
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ときは、府中市老朽危険空き家解体促進事業補助金交付決定（一部・全部）取消

通知書（別記様式第１６号）により、補助事業者に通知するものとする。 

（補助金の返還） 

第１５条 市長は、前条の規定により補助金の交付の決定を取り消した場合であっ

て、既に補助金の交付がされているときは、府中市老朽危険空き家解体促進事業

補助金返還命令書（別記様式第１７号）により、補助事業者に補助金の一部又は

全部の返還を命ずるものとする。 

（帳簿等の備付け） 

第１６条 補助事業者は、補助対象工事に係る証ひょう類の整理及び経理を明らか

にする帳簿の作成を行い、当該補助対象工事の完了後５年間保存しなければなら

ない。 

（暴力団の排除） 

第１７条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、この要綱

に定める他の規定にかかわらず、補助金を交付しないものとする。 

⑴ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）又は同条第６号に規

定する暴力団員（以下「暴力団員」という。） 

⑵ 広島県暴力団排除条例（平成２２年広島県条例第３７号）第１９条第３項の

規定による公表が現に行われている者 

⑶ 暴力団又は暴力団員との密接な関係を有する者 

２ 市長は、補助金の交付の決定後に、補助事業者が前項各号のいずれかに該当す

ると認めたときは、この要綱に定める他の規定にかかわらず、当該交付決定の一

部又は全部を取り消すことができる。 

（跡地の適切な管理） 

第１８条 補助事業者は、補助対象工事の完了後の跡地の適切な管理に努めるもの

とする。 

（その他） 

第１９条 この要綱の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、平成２９年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この告示の施行の日から平成３１年５月３１日までの間において、第５条第２

号中「解体工事業」とあるのは「とび・土工工事業若しくは解体工事業」とする。 
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票
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）

【判
定

票
１

】「
府

中
市

老
朽

危
険

空
き

家
判

定
票

」兼
「老

朽
危

険
度

ラ
ン

ク
判

定
票

」（
★

は
外

観
目

視
に

よ
り
判

定
可

能
な

項
目

）
※

老
朽

危
険

度
ラ

ン
ク

判
定

　
Ａ

：
0
～

3
9
　
Ｂ

：
4
0
～

6
9
　
Ｃ

：
7
0
～

9
9
　
Ｄ

：
1
0
0
～

1
4
9
　
Ｅ

：
1
5
0
～

所
属

職
員

名

所
属

職
員

名

評
定

項
目

評
点

判
定

判
定

合
計

最
高

評
点

評
定

項
目

評
点

判
定

判
定

合
計

最
高

評
点

1
0

⑴
　
主

要
な

居
室

の
電

燈
2
0

2
0

⑵
　
共

用
部

分
の

電
燈

1
0

3
0

⑵
　
柱

2
0

⑴
　
水

栓
の

位
置

1
0

⑶
　
外

壁
又

は
界

壁
★

2
5

1
5

⑷
　
床

1
0

3
0

⑸
　
天

井
1
0

(★
4
5
)

1
0

⑹
　
開

口
部

1
0

5
0

2
0

3
0

1
0

1
0

1
5

2
0

(★
1
0
)

2
5

⑵
　
雨

水
★

1
0

3
0

5
0

⑴
　
台

所
の

有
無

3
0

1
0
0

1
0

1
5

2
0

2
5

1
0

1
5

2
0

3
0

2
5

(★
1
0
0
)

⑴
　
便

所
の

有
無

3
0

5
0

1
0
0

⑵
　
便

所
の

位
置

1
0

1
0

5

2
0

1
0

1
0

1
0

2
0

2
0

3
0

⑶
　
屋

根
★

1
0

3
5
0

1
0

(★
3
0
)

左
(★

2
6
0
)

右
(★

1
8
5
)

2
0

5
0

★
外

観
部

分
判

定
合

計
左

：
老

朽
危

険
度

ラ
ン

ク
判

定
用

（
最

高
評

点
な

し
）

※

右
：

外
観

部
分

の
み

に
よ

る
老

朽
危

険
空

き
家

判
定

（
最

高
評

点
あ

り
）

所
在

地

所
有

者
名

府
中

市

⑷
　
廊

下
、
階

段
等

①
　
廊

下
、
階

段
等

の
避

難
に

必
要

な
施

設
が

不
備

で
あ

る
た

め
避

難

上
支

障
が

あ
る

も
の

②
　
廊

下
、
階

段
等

の
避

難
に

必
要

な
施

設
が

著
し

く
不

備
で

あ
る

た

め
避

難
上

危
険

が
あ

る
も

の

⑵
　
防

火
壁

界
壁

等
3

防
火

上
又

は
避

難
上

の
構

造
の

程

度

⑴
　
外

壁
★

2

構
造

の
腐

朽
又

は
破

損
の

程
度

⑶
　
外

壁
又

は
界

壁
★

給
水

設
備

水
栓

又
は

井
戸

が
戸

内
に

な
い

も
の

外
壁

の
構

造
が

粗
悪

な
も

の
又

は
各

戸
の

界
壁

が
住

戸
の

独
立

性
を

確
保

す
る

た
め

適
当

な
構

造
で

な
い

も
の

⑵
　
給

水
源

①
　
井

戸
水

を
直

接
利

用
す

る
も

の

②
　
延

焼
の

お
そ

れ
が

あ
る

外
壁

の
壁

面
が

3
以

上
あ

る
も

の
②

　
便

槽
が

改
良

便
槽

以
外

の
汲

取
便

槽
で

あ
る

も
の

①
　
延

焼
の

お
そ

れ
が

あ
る

外
壁

が
あ

る
も

の

①
　
防

火
上

必
要

な
防

火
壁

、
各

戸
の

界
壁

小
屋

裏
隔

壁
等

が
不

備
で

あ
る

た
め

防
火

上
支

障
が

あ
る

も
の

⑷
　
便

所
の

使
用

方
法

①
　
便

所
を

共
用

す
る

も
の

備
考

①
　
一

の
評

定
項

目
に

評
定

内
容

が
複

数
あ

る
場

合
は

、
当

該
評

定
項

目
の

評
点

は
、
該

当
評

定
内

容
の

各
評

点
の

う
ち

最
も

高
い

評
点

と
す

る
。

備
考

②
　
内

部
調

査
を

し
な

い
場

合
は

、
外

観
目

視
に

よ
り
判

定
可

能
な

項
目

の
う
ち

、
界

壁
に

係
る

部
分

の
判

定
は

行
わ

な
い

。

③
　
基

礎
、
土

台
、
柱

又
は

は
り
の

腐
朽

、
破

損
又

は
変

形
が

著
し

く
崩

壊
の

危
険

が
あ

る
も

の
⑵

　
台

所
の

設
備

①
　
台

所
内

に
水

栓
が

な
い

も
の

又
は

流
し

に
排

水
接

続
が

な
い

も
の

①
　
外

壁
又

は
各

戸
の

界
壁

の
仕

上
材

料
の

剥
落

、
腐

朽
又

は
破

損

に
よ

り
、
下

地
の

露
出

し
て

い
る

も
の

②
　
台

所
内

に
水

栓
が

な
く
流

し
に

排
水

接
続

が
な

い
も

の

②
　
外

壁
又

は
各

戸
の

界
壁

の
仕

上
材

料
の

剥
落

、
腐

朽
、
又

は
破

損
に

よ
り
、
著

し
く
下

地
が

露
出

し
て

い
る

も
の

又
は

壁
体

を
貫

通
す

る

穴
を

生
じ

て
い

る
も

の

①
　
屋

根
ぶ

き
材

料
の

一
部

に
剥

落
又

は
ず

れ
が

あ
り
、
雨

も
り
の

あ
る

も
の

②
　
台

所
を

1
0
戸

以
上

で
共

用
す

る
も

の

②
　
屋

根
ぶ

き
材

料
に

著
し

い
剥

落
が

あ
る

も
の

、
軒

の
裏

板
、
た

る
木

等
が

腐
朽

し
た

も
の

又
は

軒
の

た
れ

下
が

っ
た

も
の

8
便

所

便
所

が
な

い
も

の
又

は
仮

設
の

も
の

②
　
防

火
上

必
要

な
防

火
壁

、
各

戸
の

界
壁

小
屋

裏
隔

壁
等

が
著

し

く
不

備
で

あ
る

た
め

防
火

上
危

険
が

あ
る

も
の

②
　
便

所
を

1
0
戸

以
上

で
共

用
す

る
も

の

屋
根

が
可

燃
性

材
料

で
ふ

か
れ

て
い

る
も

の
老

朽
危

険
空

き
家

　
評

点
合

計
（

1
0
0
点

以
上

は
該

当
）

⑶
　
便

所
の

形
式

①
　
便

槽
が

改
良

便
槽

で
あ

る
も

の

①
　
汚

水
の

排
水

末
端

が
吸

込
み

ま
す

で
あ

る
も

の

台
所

台
所

が
な

い
も

の
又

は
仮

設
の

も
の

⑶
　
台

所
の

使
用

方
法

①
　
台

所
を

共
用

す
る

も
の

⑴
　
床

①
　
根

太
落

ち
が

あ
る

も
の

⑷
　
屋

根
★

⑵
　
基

礎
、
土

台
、
柱

又
は

は

り
★

①
　
柱

が
傾

斜
し

て
い

る
も

の
、
土

台
又

は
柱

が
腐

朽
し

、
又

は
破

損
し

て
い

る
も

の
等

小
修

理
を

要
す

る
も

の

③
　
屋

根
が

著
し

く
変

形
し

た
も

の
便

所
が

戸
内

に
な

い
も

の

②
　
根

太
落

ち
が

著
し

い
も

の
又

は
床

が
傾

斜
し

て
い

る
も

の
②

　
汚

水
の

排
水

設
備

が
な

い
も

の

雨
樋

が
な

い
も

の

②
　
基

礎
に

不
同

沈
下

の
あ

る
も

の
、
柱

の
傾

斜
が

著
し

い
も

の
、
は

り

が
腐

朽
し

、
又

は
破

損
し

て
い

る
も

の
、
土

台
又

は
柱

の
数

ケ
所

に
腐

朽

又
は

破
損

が
あ

る
も

の
等

大
修

理
を

要
す

る
も

の

76
排

水
設

備

⑴
　
汚

水

評
定

区
分

評
定

内
容

評
定

区
分

評
定

内
容

1
構

造
一

般

の
程

度

⑴
　
基

礎
★

①
　
構

造
耐

力
上

主
要

な
部

分
で

あ
る

基
礎

が
玉

石
で

あ
る

も
の

主
要

な
居

室
の

天
井

の
高

さ
が

2
.1

ｍ
未

満
の

も
の

又
は

主
要

な
居

室

の
天

井
が

な
い

も
の

⑶
　
水

栓
の

使
用

方
法

①
　
水

栓
を

共
用

す
る

も
の

主
要

な
居

室
に

採
光

の
た

め
に

必
要

な
開

口
部

が
な

い
も

の
②

　
水

栓
を

1
0
戸

以
上

で
共

用
す

る
も

の

②
　
構

造
耐

力
上

主
要

な
部

分
で

あ
る

基
礎

が
な

い
も

の
共

同
住

宅
の

共
用

部
分

に
電

燈
が

な
い

も
の

構
造

耐
力

上
主

要
な

部
分

で
あ

る
柱

の
最

小
径

が
7
.5

ｃ
ｍ

未
満

の

も
の

5
主

要
な

居
室

の
床

の
高

さ
が

4
5
ｃ

ｍ
未

満
の

も
の

又
は

主
要

な
居

室

の
床

が
な

い
も

の
②

　
雨

水
等

を
直

接
利

用
す

る
も

の

判
定

日
平

成
2
9
年

　
　
 月

　
　
 日

（
　
　
 ）

判
定

者

老
朽

危
険

空
き

家

○
該

当
 ×

非
該

当

立
会

い
の

有
無

内
部

調
査

の
有

無
老

朽
危

険
度

ラ
ン

ク
 Ａ

～
Ｅ

※

4
電

気
設

備

主
要

な
居

室
に

電
燈

が
な

い
も

の
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周
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影

響
度

判
定

票
（

※
老

朽
危

険
空

き
家

に
該

当
し

た
場

合
に

本
票

に
よ

り
判

定
を

行
う
）

ｍ
階

数
階

軒
高

（
最

高
値

）

所
属

職
員

名

所
属

職
員

名

表
１

　
影

響
度

判
定

表
２

　
前

面
道

路
・隣

地
へ

の
影

響
度

判
定

（
実

際
の

状
況

に
応

じ
て

判
断

す
る

こ
と
）

(Ｈ
＝

ｍ
)

影
響

度

（
低

）
３

ｍ
未

満
3
～

5
ｍ

５
ｍ

以
上

影
響

度

（
中

）
(Ｌ

①
 ＝

ｍ
)

６
ｍ

未
満

６
～

1
0
ｍ

1
0
ｍ

以
上

影
響

度

（
高

）

影
響

度

（
高

）

影
響

度

（
中

）

影
響

度

（
低

）

(Ｈ
＝

ｍ
)

影
響

度

（
低

）
３

ｍ
未

満
３

～
５

ｍ
５

ｍ
以

上

影
響

度

（
中

）
(Ｌ

②
 ＝

ｍ
)

６
ｍ

未
満

６
～

1
0
ｍ

1
0
ｍ

以
上

影
響

度

（
高

）

影
響

度

（
高

）

影
響

度

（
中

）

影
響

度

（
低

）

特
記

事
項

影
響

度

（
低

）

影
響

度

（
中

）

影
響

度

（
高

）

判
定

結
果

7
ｍ

未
満

７
ｍ

以
上

判
定

結
果

⑴
　
建

築
物

が
倒

壊
し

た
場

合
の

前
面

道
路

へ
の

影
響

影
響

度
は

、
表

２
⑴

の
判

定
に

よ
る

。
た

だ
し

、
前

面
道

路
が

建
築

物
の

最
も

高
い

部
分

よ
り
高

い
位

置
に

あ
る

場
合

は
、
影

響
度

（
低

）
と
す

る
。

隣
地

と
の

距
離

⑵
　
建

築
物

が
倒

壊
し

た
場

合
の

通
行

へ
の

影
響

前
面

道
路

を
閉

塞
し

な
い

、
又

は
影

響
が

小
さ

い
も

の
隣

地
境

界
と
建

築
物

の

最
短

距
離

(Ｌ
②

)

前
面

道
路

の
幅

員
が

大
き

く
閉

塞
す

る
可

能
性

が
低

い
、
又

は
閉

塞
す

る

可
能

性
は

あ
る

が
迂

回
路

が
あ

る
も

の

前
面

道
路

が
閉

塞
す

る
可

能
性

が
高

く
、
迂

回
路

が
な

い
も

の

最
短

距
離

(Ｌ
②

)
Ｌ

②
側

の
軒

高

７
ｍ

以
上

判
定

区
分

評
定

内
容

影
響

度
の

判
定

基
準

影
響

度

判
定

前
面

道
路

と
の

距
離

最
短

距
離

(Ｌ
①

)

⑴

前
面

道
路

と
建

築
物

の

最
短

距
離

(Ｌ
①

)

Ｌ
①

側
の

軒
高

7
ｍ

未
満

2
道

路
へ

の

影
響

⑵

現
に

使
用

さ
れ

て
い

る
建

築
物

又
は

隣
地

が
あ

る
も

の

現
に

使
用

さ
れ

て
い

る
建

築
物

が
複

数
あ

る
、
又

は
隣

地
が

多
数

の
人

に

利
用

さ
れ

て
い

る
（

公
園

等
）

も
の

備
考

　
前

面
道

路
が

建
築

基
準

法
第

4
2
条

第
2
項

の
道

路
で

あ
っ
て

も
、
道

路
境

界
線

は
み

な
し

道
路

境
界

線
で

は
な

く
、
現

状
の

道
路

境
界

線
と
す

る
。

3
隣

地
へ

の

影
響

⑴
　
建

築
物

が
倒

壊
し

た
場

合
の

隣
地

へ
の

影
響

影
響

度
は

、
表

２
⑵

の
判

定
に

よ
る

。
た

だ
し

、
隣

地
が

建
築

物
の

最
も

高
い

部
分

よ

り
高

い
位

置
に

あ
る

場
合

は
、
影

響
度

（
低

）
と
す

る
。

⑵
　
建

築
物

の
隣

地
の

使
用

・
利

用
状

況

現
に

使
用

さ
れ

て
い

る
建

築
物

若
し

く
は

隣
地

が
な

い
も

の
、
又

は
影

響
が

小
さ

い
も

の

1
建

築
物

の

状
態

建
築

物
の

倒
壊

や
落

下
物

の
飛

散
に

よ
る

影
響

既
に

倒
壊

や
落

下
物

が
飛

散
し

て
お

り
今

後
落

下
す

る
お

そ
れ

が
な

い
、
又

は

落
下

し
て

も
敷

地
内

で
あ

っ
た

り
、
直

下
に

バ
ル

コ
ニ

ー
等

が
あ

る
こ

と
で

歩
行

者
等

に
被

害
が

及
ぶ

可
能

性
が

低
い

も
の

倒
壊

や
落

下
物

の
飛

散
の

可
能

性
が

あ
る

が
、
直

下
に

屋
根

や
庇

等
が

あ
り
、
完

全
に

は
被

害
を

防
止

で
き

な
い

が
危

険
性

が
軽

減
さ

れ
る

も
の

一
見

し
て

明
ら

か
に

、
倒

壊
や

落
下

物
の

飛
散

に
よ

る
歩

行
者

等
へ

の
被

害
の

危
険

が
あ

る
も

の

判
定

者

所
有

者
名

前
面

道
路

幅
員

ｍ

※
本

票
は

、
老

朽
危

険
空

き
家

と
判

定
さ

れ
た

建
築

物
の

、
府

中
市

老
朽

危
険

空
き

家
解

体
促

進
事

業
補

助
金

の
交

付
申

請
が

予
算

の
件

数
を

超
え

た
場

合
の

、
交

付
決

定
の

優
先

度
を

考
慮

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

※
優

先
度

の
決

定
に

あ
た

っ
て

は
、
本

票
の

判
定

結
果

そ
の

他
状

況
を

総
合

的
に

考
慮

す
る

も
の

と
し

ま
す

。
所

在
地

府
中

市
判

定
日

平
成

2
9
年

　
　
 月

　
　
 日

（
　
　
 ）
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